チュウゴク ヘンカンゴ ノ マカエンセ MACAENSE ノ エスニシティ ヘンヨウ マカエンセ 20メイ エノ キキトリ チョウサ オヨビ アンケート ゼンキロク 1 by 内藤 理佳 & ナイトウ リカ
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複数形 Macaenses）と呼ぶ。マカエンセを表すポルトガル語として，ほかにもFilhos da 
terra（かの地の子どもたち），Os portugueses do oriente（東洋のポルトガル人）がある。




























⑹　Cabral, João de Pina and N. Lourenço: Em Terra de Tufões – Dinâmicas da Etnicidade 
Macaense. Macau: Instituto Cultural de Macau（1993）
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⑺　マカオ特別行政区統計局2006年度センサスならびに Costa, Francisco Lima da: Fronteiras 
da Identidade: Macaenses em Portugal e em Macau. Lisbon: Fim de Século – Edições, 
Sociedade Unipessoal, Lda （2005）参照。
中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニシティ変容




















1 ）マカオにおけるインタビュー記録（ケース 1 ～ケース16）
実施期間：2008年 3 月15日～31日 
実施場所：マカオ（マカオ半島16名，タイパ島 1 名）
インタビュー人数：16名
・年代別：20代2名，30代 1 名，40代 4 名，50代 4 名，60代 5 名
・性別：男性14名，女性 2 名
















実施期間：2008年 3 月（ケース17）・2008年 7 月（ケース18）
実施場所： メール形式のため省略
インタビュー人数： 2 名





















































































































































2 ～ 3 年前からパトゥア語のワークショップ開催を計画している。（現在，実際にほ
⑿　ケース 5 で紹介する中国・ポルトガル語圏諸国経済通商協力フォーラム（ポルトガル語：
Fórum para a Cooperação Económica e Comercial entre a China e os Países de língua 
portuguesa）のことを指すと考えられる。
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ルトガル語：APOMAC – Associação dos Aposentados, Reformados e Pensionistas de 
⒀　注10参照。
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トガル語：Associação dos Trabalhadores da Função Pública de Macau, 中国語：澳門公
⒁　注10参照。
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ポルトガル 7 対中国 3 ぐらいだろうか。
Ｑ 4 ．返還後 8 年が経過した今（2008年 3 月時点），返還前と比較して，マカエンセの
生活とアイデンティティに何か変化があったと思いますか？　また，あなた自身はどう
中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニシティ変容



























⒃　ポルトガル語：IPOR-Instituto Português do Oriente, 中国語：東方葡萄牙學會。社会人に
対するポルトガル語講座を開設している教育機関のうちもっとも積極的な活動をおこなっ
ている。ポルトガルを本部におく二つの文化団体，カモンイス・インスティテュート（ポ



















































ガ ル 語：Fórum para a Cooperação Económica e Comercial entre a China e os Países 
de língua portuguesa）コーディネーターならびにマカオ公務員協会（ポルトガル語：










中国・ポルトガル語圏諸国経済通商協力フォーラム（Fórum para a Cooperação 












































































































澳門土生教育協進會，ポルトガル語：APIM - Associação Promotora da Instrução dos 
中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニシティ変容



























































































































































































があり，つねにマカオをひとつのリファレンスとしている者である。」［Rangel, Jorge A.H. 
Falar de Nós – I Macau e a Comunidade Macaense. Macau （2004）: Instituto Internacional 
de Macau, 2004: 263 ］
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APIM - Associação Promotora da Instrução dos Macaenses）がある。各協会には理事
会と総会があるが，私は後者の会長。そのほか古い歴史を持つものにはポルトガル統
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スボン，ポルトの国際会議で話をする予定だ。また十周年の展示会をアメリカ合衆国の
スタンフォード大学から回覧していく予定だ。我々の組織は非政治団体であるのでこの
ような活動ができる。政府は常に良い点しか発表しない，悪い点は隠すものだ。それに
比べ我々は良い点も悪い点も含めた均衡のとれた意見を述べることができる。だからこ
そ政府はわれわれと意見交換をする。昨日も中国外務省のマカオ駐在代表が我々の協会
を訪問し長時間にわたって話をした。
当協会は1999年に設立され，マカオの政治社会情勢や中国との関係，アジア経済と
マカオとの関連，カジノの急成長に関する問題，未来への展望などに関して，自由な
我々の意見を提供している。以前このような研究組織はなく，大学も新設校ばかりなの
で（不十分である）。（好況である）現状を維持するためにどのような方法をとっていく
べきなのか。つい最近，中国の行政問題のシンクタンクにマカオの行政に関する提言書
を送ったばかりだ。さまざまな案件について我々の意見を述べるときには，かならずし
もその調査依頼者を喜ばせるような内容になるわけではなく，「ひとつの意見，我々独
自の意見として理解してほしい」と言っている。また，世界の大学，研究所とも協力体
制を敷き，プロジェクトを実施している。世界中に各分野での研究者のネットワークを
持っている。そして賃金，謝金は発生していない。五人の職員以外の研究者たちはすべ
てボランティアとして活動している。マカオ関連のプロジェクトを行なうときは，それ
らの研究者たちが協力してくれ，あっという間に資料が揃う。現在世界を舞台に二つの
展示をおこなっている。ひとつはアメリカとカナダを巡回中で，三年間かけて五十ヶ所
で展開する予定。これらの展示会はそれぞれの主催者に任されているので，まったく経
費がかからない。もしこれがマカオ政府主催によるものであったら，レセプションや要
職者の招待など，大変なお金がかかってしまうだろう。
（続く）
